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　大正時代に小学教育を受けた者の眼から見ると，現行小学校低学年用の国語読本に現われてい
る外来語の数は非常に多いように思われる。では，現在の小学国語読本の中には，如何なる外来
語がどれ程取り入れられているのか。それを現行小学国語読本（4種類48冊）について調べてみ
ようとするのが，本稿の第一の目的である。
　次に，このような外来語の増加傾向を，大正期・昭和初期の小学国語読本と比較考察してみた
ならば，如何なる現象が見られるかということも興味あることと思われる。
　なお，小学低学年用国語読本には実際に外来語が非常に多いが，学齢期以前の幼児の現実に遣
っている外来語と比較してみた場合に，果して甚だしい断層が存在するのか，或いはそれは幼児
の使用している外来語の延長として考えてよいのか。っいでに，これ等にっいても概観的に触れ
てみたいものである。
1　大正小学国語読本における外来語
　昭和20年頃迄小学校の教科書は国定の文部省版であった。したがって，大正から太平洋戦争終
戦迄の小学国語読本には，如何なる外来語が，どのくらい現われているかを調べて，これを現在
の小学読本に出てくる外来語と比較してみることは，いろいろな意味において興味あることであ
り，これによって，時代と文化との推移を端的に知ることができるのではあるまいか。
　大正6年11月24日発行の国定教科書，尋常小学国語読本の巻一の第1頁は「ハナ」，第2頁は
「ハト　マメ　マス」，第3頁は「ミノ　カサ　カラカサ」というように片かなで始まり，巻三
から平がなの文が入ってくる読本であった。これを今便宜上，大正読本と呼んで叙述を進めてみ
ることにする。
　これによれば，小学一年の国語読本に出てくる外来語は，「マトヒ　ノ　アト　カラ　ポンプ
ガ　イキマス。」（巻一33頁）の一文に見えてくるくポンプ〉の一語だけであり，巻二には皆無で
ある。巻三になると，〈ジヨウロ〉〈じゆばん〉〈もすりん〉の3語が現われてくる。尤も，こ
の3語などは既に外来語であることが忘れられ，帰化語となっていたとも考えられよう。
　なお，巻四の中から外来語を含んでいる短丈を引用してみると，
◎おもちやや　には　らつぱ　や　かたな　や　ひかうき　など　が　ならべてあります。（一，
　お祭）
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2 阿　　達　　義　　雄
◎のきらんぷ　が　電とう　に　かわりました。（七，私どもの町）
◎ζ也まり　を　かべ　に　なげっけました。（八，山びこ）
◎蝋取が　はじまつて居ます。（十二，かるた取）
◎上胤　を　出て………（二十一，汽車のたび）
となっていて，仮名は歴史的仮名遣であり，長音・促音・拗音の表記法が現在とは違っていて，
改正前の姿を見ることができるが，〈トンネル〉以外の外来語が，平がなの文章の中にあっても，
特に片かなで記されていない処を見ると，外来語であることを～般から忘れられてしまった語
（帰化語）と新来の外来語とを区別して扱っていたもののように思われる。
　以上，巻一から巻四迄（第二学年の終迄）に出てくる外来語は9語であって，英語系のくトン
ネル〉以外は，既に江戸後期又は明治時代から馴れ親しんできた語である。ここで，一応，これ
等の語系を調べてみると，
語 系
英 語
梵 語
オランダ語
ポルトガル語
外 来 語
。トンネル
oフツハ
。ポンプ　。メリヤス　。ゴム　・ランプ
。ジョゥロ　。ジユノミン　・カルタ
すなわち，トンネル，ラツパの外は南蛮系の外来語である。次に，
くる外来語（重出語を除く）の数を表示してみると次のようである。
この大正読本の全巻に出て
巻序1巻一）k・二1劃巻四i劃巻六1巻七1訓制制制巻＋二1合計
外来語 1 0 3 5 2 5 4 3 7 9 15 7 61
なお，以上の61語を内容によって分類してみると，
〔飲食物〕
〔交通・運輪〕
〔運動・遊戯〕
〔楽　　器〕
〔建築物等〕
〔衣料服飾〕
〔器具容器〕
〔機械類〕
〔動植物〕
〔照明・燃料〕
〔原料・工場製品〕　・ガラス
〔度量衡〕
〔そ　の　他〕
　　・ニツケル
。メートル
・アイヌ
。ピスケツト　・バナナ　。コーヒー
。デツキ　。トンネル　。ガソリン　・マスト　。タイヤ　。トラクター1
。スケート　。オール　。ボート　。かるた
・らつぱ　 。ピヤノ
・ホテル　。テント　。タンク
・じゆばん　・もすりん　・リボン　・ラシヤ　。セル　。フランネル
。ズボン　。ハンケチ　。エプロン　・マスク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l。ジヨウロ　。シヤベル　・テーブル　。バケツ　。アイロン　。ストーブ
。コツプ　。フラスコ　。ピンセット
。ポンプ　。ラヂオ
。アザラシ　。ラツコ　。オットセイ　。パン（の木）　。かぼちや
。らんぷ　。アーク（燈）　・ガス　。マツチ
　 　　　　　・テルミニユーム　・セルロイド　。エボナイト　。パラゴム
　　　　　　。ソーダ（灰）　・ごむ　。フイルム
　　　　　　。キロメートル　。センチメートル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（合計61語）
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皿　昭和桜読本と外来語
　昭和7年12月28日・文部省検定済の小学国語読本尋常科用巻一の巻頭は，「サイタ　サイタ　サ
クラ　ガ　サイタ。」で始まっている。これは，従来の一年巻一の読本が単語から始まっていたの
に対し，最初に韻文的な短文をもってきた処が一つの特徴となっている。
　この巻一に出てくる外来語は「シャボンダマ」のくシャボン〉であって，拗音はくシャ〉とい
うように記されるようになった。すなわち，
◎プウト　フクレル　シャボンダマ。（巻一30頁）
　この巻一を見て注意されることは，「シシ　ガ　ネテ　ヰマシタ。」（50頁）と書かれていて，未
だくライオン〉とはなっていないことであり，巻二を見ると，「隷　ガ　キコエテ　キマシ
タ。」（三，アシタ　バ　ヱンソク）とあるように仮名遣は昔の儘であることである。この読本の
低学年に出てくる外来語を示してみると，
〔巻’〕
〔巻二〕
〔巻三〕
〔巻四〕
。シャボン（ダマ）
。ラヂオ　。ガラス
。しゃつ　 。タイヤ
。ポスト
。マント　・センチ
・ノミケツ　。ゴム
合計10語であるが，各巻に出てくる外来語の数は（重出語は除き）次のようである。
巻 序1巻一巻二1巻三1巻四i巻司巻六巻七【劃制巻＋1巻＋－i巻＋二i合計
外来語 1 4 4 1 4 9 7 17 14 20 13 3 97
　表に見られる通り，大体において，学年が進むにつれて外来語も多くなっている。ただ，巻十
二に至って急に少なくなっているのは，この巻には「奈良」「万葉集」「雪国の春」などのよう．
な古典的文学的教材が量的に多くなっているためである。
　〔注〕巻十二には外来語として，。アンペラ　・キロメー一トル　。トン　。ジャンク　。伽藍　。シャツ
　　　　。ピンポン　。ゴム（まり）　。メートル　。ガラス等め10語が見えるが，。アンペラ　。ピンポン
　　　　。伽藍の語以外の語は，既に巻十一迄に現われている重出語である。
　　　　なお，ロンドンの「シチーの街上」とある。シチーは外来語として採らなかったことを附記する。
これ等の外来語を，便宜的な分類ではあるが，一応，内容別に示してみると次のようになる。
〔飲食物〕
〔動植物〕
〔交通・運輸・通信〕
〔運動・スポーツ〕
〔楽　　　器〕
〔建物等〕
〔衣料・服飾〕
。バナナ　・コーヒー　。パインアップル　。パン　。ハム　。クリs－・一ム
。高梁
。マングローブ　。クロトン（植物の名）　。ポプラ　。アカシヤ　。カンナ（の
花）　。ヒヤシンス　。チューリップ　。コスモス　。アネモネ　。ハイビスカ
ス（の花）　。ザボン　・おっとせい　・マンモス
　　　。トンネル　。ジャンク　。ループ（線）　。デッキ　・プロペラ　。レ
ール　・ホーム　・ランチ　。アンテナ　。タイヤ　。ガソリン
　　。ぶらんこ　。テープ　。スキー　・ジャンプ　。ボート　。オリンピッ
ク（大会）　・ピンポン
。ラッパ　　。ピヤノ
　　　　　　　　　　　　　おんどる　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
。ポスト　。ガスタンク　・温突　。伽藍　・コンクリート　・スフィンクス
。マント　・しゃつ　。びろうど　。ハンケチ　。テント　。リユックサック
。ダイヤモソド　。エプロン　・アンペラ　　　　　　　　　　　　　　　’f
4〔器具容器〕
〔機　　　械〕
〔照明・発火〕
〔鉱　　　物〕
〔天　　象〕
〔度量　衡〕
〔工業製品〕
〔そ　の　他〕
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・バケツ　。どら　。ピンセット
。ラヂオ　・ポソプ　。サイレン
。ランプ　。マッチ
。ニッケル　。アルミニュウム
Qスコール　。エヤポケット
・センチ　・米　。粁　。粍　。
・ガラス　。ゴム　。ブリキ
・マラリヤ　・カード　。ミイラ
クス線　。チャモロ族
・シャベル　。ステッキ　。ピン
。エンジン
。レンズ
　　　。モンスーン　・カシオペア（座）
　 　　トン　。アール　・ヘクタール
　　　。シャボン　・パルプ　。ボL・一一ル（紙）
　　　　　・．ノート　。スタンプ　。ボーイ　。エッ
。カナカ族　・コサック族　　　　　◎合計97語
　大正読本の外来語の数を昭和桜読本のそれに比較してみると，61語：97語であるから，36語，
既ち60％の増加となっている。
　だが，これを内容方面から比較してみると，例えば楽器については，両者ともラッパ，ピヤノ
の2語に変りなく，衣料服飾の方では，いずれも未だ南蛮系の語が，その中心をなしている。た
だ，数として多くなっているのは，交通運輸関係の語であろう。
　特に目立って変ってきているのは植物の部であって，大正読本の時には，〈パンの木〉＜かぼ
ちや〉の2語に限られていたのに対し，昭和桜読本の中には，〈クロトン〉〈マングローブ〉
〈ポプラ〉〈アカシヤ〉〈カンナ〉〈ヒヤシンス〉〈チューリップ〉〈コスモス〉＜バイビスカ
ス〉〈アネモネ〉〈ザボン〉などという洋風の名が多くなり，西洋趣味がまず草花樹木から滲透
してきたことを語っている。
　なお，昭和桜読本の低学年に出てる外来語の語系を調べてみると，次のようである。
　〈マント〉については，ポルトガル語mant6から由来するという説もあるが，ここではフ
ランス語manteauから来たという通説に従うことにした。
語 系
ポルトガル語
オランダ語
フランス語
英 語
外 来 語
。シャボン（Sabao）
・ゴ　　ム（gom）
・マン　ト（manteau）。センチ（仏〉英）
。ラヂオ
・タ　イ　ヤ
。ガラス
。ポスト
。シャツ σバケツ
1
1
2
6
　すなわち，大正読本では，南蛮系の外来語が大部分で，英語系の外来語はくトンネル〉の1語
に過ぎなかったのに対し，昭和桜読本では，英語系の外来語6語となり，ポルトガル語，オラン
ダ語等に由来する南蛮系の外来語は2語に過ぎなくなり，その勢力は全く逆転してしまった。
m　現代小学国語読本における外来語数
　昭和46年に改訂された小学校の国語教科書のうち，本県下に使用されている4種類の読本につ
いて，その中に現われてくる外来語の総数を調べてみると次のようである。
　第一学年から第六学年に及ぶ一種類の教科書は12冊，4種では48冊であるためと，外来語の認
定において多少の主観が加わるので，調査する人によって微量の誤差のあることはやむを得ない
ことであるが，次表によって小学国語読本に現われてくる外来語の数の概観ができると思う。
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　右記の表を見ても知られる通り，教科書の種類
によって，低学年（一年，二年）に現われてくる
外来語の数には，かなりの差異が見られるが，全
学年となると，最多数は学図の285語，最小数は
教育出版の224語であるから，その差は顕著では
ないことになる。
　要するに，問題になるのは，低学年のそれであ
って，教育出版や学図の70語は別としても1光村
〔外来語の数〕
幾科書則一年二年の合計
光村1 50
東　　書 105
教育出版1 70
　　　　　学　図1 70
降学年の合計
264
284
224
285
読本の50語と東書読本の105語では2倍以上の開きがあることである。
　それで焦点を，できるだけ低学年の国語読本に絞ってゆきたいと思う。ただ，その前に全学年
として最も多く外来語を取り込んでいる学図の読本に現われてくる外来語を適宜に分類して示
し，小学国語読本の中に，如何なる分野の如何なる語が取り入れられているかの一つの範例とし
て記し，今後の参考に供することにする。
　もちろん，この分類法は厳密なものではなく，雑然と羅列するよりも何かにつけて一覧の便利
があるのではないかという程度のものであって，具体的の語に当たってみると，分類に困難な語
のあることが知られるであろう。
　　　〔学校図書発行の小学国語読本に出てくる外来語〕　　　　（第1学年～第6学年迄）
〔機械・工作〕
　。アンテナ　。アクセル　。エレベーター　。エンジン　。カメラ　。オートメーシヨン　・コ
　ンベアー　。コントロ　一一ルルーム　。サイレン　。サーチライト　。スイッチ　。テレビ　。チ
　ャンネル　・ロボット　・チャイム　。ベルトコンベアー　。ベル　・ポンプ　。ブレーキ
　。ラジオ　。ロケット　・バチスカーフ　。プレス　。ブザー　。メーター　・モーター
〔器具・調度〕
　。ガラス（戸）　。ジヤックナイフ　。トランク　・テーブル　。ナイフ　。プラスチック　。シ
　ャベル、。スタンド　。ベンチ　。ベッド　。ハンマー　。バケツ　。マヅチ　・ランプ
〔音楽・楽器〕
　・カスタネット　。チェロ　。トライアングル　・ハーモニカ　。バイオリン　。ピアノ　・ビ
オラ　。ピッコロ　。ラッパ　。リズム
〔衣料・服飾〕
　。エプロン　。オーバー　。カーテン　。コート　。サファイア　。サージ　。ソフア　。テ
ント　。ビニル　。ビロード　。シルクハット　。シャツ　。シート　。スカート　・ズック
。セーター　。フロックコート　。ポケット　。マスク　・ダイヤモンド　。（青）ダイヤ　。パ
ラシュート　。ハンカチ　。ネクタイ　。マント　。ハイヒール　。ユニホーム　。リユック
サック　・リボン　。ルピー　。レース　。レーヨン
〔飲食物・料理・容器〕
。ケーキ　。コンペイト　。シュークリーム　。クリーム（色）　。チューインガム　。チョコ
レート　・シャーベット　。ミルク　。サイダー　。ジュース　。ラムネ　・ライス　・パン
　。チーズ　・カップ　・コップ
〔果　　物〕
　。バナナ　。パインアップル　・レモン　。トマト
〔動物・植物〕
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　。アンゴラ　。アミウルス〔ナマズの一種〕　。チンパンジー　。ノロ　。コンドル　。ジャガ
　ー　°ペンギソ　。パイク〔魚の名〕　。ライオン　。アカシア　。オリーブ　。チューリップ
　・オレンジ（色）　。カンナ　・サボテン　。フェニックス　。マリンスノー　。ジャングル
〔道是各・建築〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt
　。アーチ　。アパート　。アーチダム　。カーブ　。コンクリート　。セメント　。セメント
　ミルク　。ダム　・パオ　・ダムサイト　。ドア　。ピラミッド　。ベランダ　・ペンキ　。ホ
　テル　oポスト　・ホーム　。ホール
〔交通・乗物〕
　。ジープ　。シグナル　・スピード　。タイヤ　。トンネル　。ドライブ　。マスト　・バッ
　クミラー　。ロ　一一プウェイ　。カヌー　・キヤッチャーボート　。ガソリン　・タンカー　σス
　イッチバック　。トラック　。ラッセル（車）　。リヤカー　・バス　・ハンドル　。ブルドs－・一
　ザー　。ヘッドライト　。フェリーボート　・レールバス　。レール
〔運動・スポーツ〕
　Qオリンピック　。キャンプ　・キャンプファイヤー　。グP一ブ　・ソフトボール　。スケ
　ート　・スキー　。スタート　。スポーツ　・サッカー　。ジャンプ　。ザイル　。ドッジボ
　ール　。テニス　。ハイキング　。ルート　。プール　・ネット　・ホームラン　。ボート
　。ボール　。ブランコ　。ピンポン　。バトン　。マラソン　。マット　。パス〔ボールを〕
　。バット　。ノミケッリレL－一・　。ピストル　。ノミッター　。ピッチャー　。ランナー　・リレー
　。ヨット　。テープ
〔遊戯・玩具〕
　。ゲーム　。キューピー　。シャボン（玉）　。プラモデル
〔文房具等〕
　。アルバム　・インク　。クレヨン　。クレパス　。（消し）ゴム　。スケッチブック　。スケ
　ッチ　。チョーク　。ノート　。ペン　・メダル　。メモ　。パレット　・ぺ・一・・ジ　。レンズ
〔医薬・疾病・化学〕
・ウラン・ウラニ・ム・エ。’ Nス㈱・ガーゼ・サ，、リン〔薬の名〕．トリウム．ピ
ッチブレンド〔鉱石の一種〕　°ラジウム　。アルカリ　。ガス　。ダイナマイト
〔度量衡関係〕
　。キロ　・キロワット　・グラム　。キロメートル　。キログラム　。トン　・センチ　。セ
ンチメートル　。メートル　。リットル　。ミリ
〔人　　間〕
　。カメラマン　。コック　。アナウンサー　。エスキモー　。ギャング　。ガイド　・グルー
プ。ボーイ。リーダー。クラブ。バンツ（族）
〔その他〕
°アルファベット　゜オリオン（座）　。オイル　。オーライ　’・グラフ　。グリーン　。キリ
シタン　。ニュース　。バイバーイ　。ブリキ　。シャワーテスト　。シヨック　。シンボル
・セット　。ノーベル（賞）　。マーケット　・リード　。フレーム　。プラン　。ドル　。チャ
ンス　。ヒント　・プログラム　。プリント　。ロール　。ブルー　。パーセント　。バック
　　e　　　e°ハヒルス　・マーク　。フラッシュ　。パンフレット　。ユーモア　。ライト　。テスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎合言十　285言吾
以上は外来語の最も多い学図の読本の全学年12冊に出てくる外来語全部を内容によって類別し
小学校国語読本における外来語 7
て概観を試みたものであるが，私の特に興味をもっているのは，低学年（1，2年）の国語読本
に現われてくる外来語であるから，次に四種類の低学年国語読本に見える外来語について之を精
査してみることにする。
IV　現代小学国語読本（低学年）に現われてくる外来語
　小学校低学年国語教科書に現われてくる外来語は，児童の日常生活に関係が深く，児童に馴染
まれている語でなければならないと思うが，語数から見て，どの程度が妥当であるかということ
にっいては問題がある。
　ただ，現在使用中の低学年の国語読本では，どのようになっているか，それを本県下に使用さ
れている4種類によって徴して見るに，次のようになっている。
教科書の種別
光村図書国語
学校図書国語
教育出版国語
東京図書国語
第一学年
25
26
39
46
第二学・年
29
54
40
70
重複している語を除
いた外来語の実数
50
70
70
105
〔注〕　一年の教科書と二年の教科書とを
　　　別々に調べた数であるから，両者
　　　に重複して出てくる外来語もある
　　　ので，単純に加算しても実数には
　　　ならない。
　この表によって知られるように，低学年において外来語の最も少ない光村読本と，最も多い東
京図書読本とでは50：105語の比であり，学校図書読本，教育出版読本の外来語は，いずれも70
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語であつて，前二者のほぼ中間的な数を示している。
　それでは，外来語の最も多い東京図書読本の低学年教科書4冊の中には，具体的にどのような
外来語が見られるであろうか。今，これを便宜的に分類してみると次のようである。
〔東書・低学年国語読本の外来語〕
〔飲食物〕
〔道路・交通〕
〔音楽・楽器〕
〔衣料・服飾〕
〔運動・スポーツ〕
〔文房具等〕
〔構築物・店舗〕
〔動植物〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計105語
。パン　・キャラメル　。チョコレート　。ミルク　。トマト　。キャベヅ
。ジャム　・バター　・パインナップル　・ホットケーキ　（・スプーン）
°バス　。ダンプトラック　。スクーター　。カヌ・・一・・　。ケーブルカー　・ロ
ードローラー　。ブルlk“　v一ザー　・パワーショベル　・グレー・・一一ダー　・ジエッ
ト（き）　・ヘリコプター　・アスファルト　・スピード　。がそりん
・ハーモニカ　・オルガン　。バイオリン　。ピアノ　。らっぱ　。カスタネ
ット　。トランペット　。トライアングル　。チェロ　・ピッコP　。ビオラ
。ズボン　。エプロン　・セータv－・一・　。リボン　。シャツ　。ナイロン　。ネ
クタイピン　。レイ　。ポケット　（・アイロン）
　　。スキー　・ボート　。ボール　。ブランコ　。マラソン　。ハイキング
・ソフトボール　。ヨット　。シーソ　。プール　（・ピストル）
。ペン　・ノート　。（けし）ゴム　。クレヨン　。インク　。ナイフ　。カー
ド　。ランドセル　。テーブル　（・ページ）
　。アパL－一一ト　。デパート　。ポスト　。たばこ（や）　。ダム　・コンクリート
。アスファルト
。ライオン　。ぺんぎん　。カナリア　。サボテン　・カーネーショソ　・ヒ
アシンス　゜ポフ゜ラ
rf
8〔機　　械〕
〔器具・容器〕
〔そ　の他〕
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。テレビ　。ラジオ　。テープレコーダー　。ミシン
。コップ　。じょうろう　。ドラムかん　。ショベル
き）スタンド　。ケース
。マッチ　。（は）ブラシ　。プログラム
・しゃぼん（玉）　・ガラス
。ロボット
。ストーブ　。（でん
　　　　　。ニュース　。ボーイ　。ゴム　。ゲーム
。（ちょう）チフス　・メ・一一一トル　。センチメートル
また，低学年の国語読本で，外来語の：最も少ない光村読本の具体例を示してみると，
　　　　〔光村・低学年国語読本の外来語〕
〔飲　食　物〕　・パン　。バナナ　。ミルク　。レモン　。ガム
　　　　　　　　。チョコレート　。ビスケット　。ホットケーキ
〔道路・交通〕　・バス　。トラック　・タクシー　。ダンプカー
　　　　　　　一（車）　。ブルドーザー　。ディーゼルカー　。ヘリコプター
　　　　　　　　・スピード）
〔音楽・楽器〕　・ハーモニカ　。オルガン　・ピアノ　・オルゴール
〔衣　　　料〕　。ズボン
〔運動・スポーツ〕　。ジャングルジム　。ジャンプ　。ダンス　。スキS－一一
〔文房具類〕　。ノS・一一ト　。ボール（紙）　（・ページ）
〔構築物・店舗〕　。ポスト　・ガソリンスタンド　・コンクリート
〔植　　　物〕　。クローバー　。ジャングル
〔器具・用器〕　。バケッ
〔そ　の　他〕　。カレソダー　。プログラム
　　　　　　　モV－一一　。メートル　。センチ
　　　　計　50語
・キャラメル　。ドーナヅ
。バター
。スポ・一一ツカー　・レッカ
　　　　　　（・ガソリン
。チャイム　。レコード
・ガラス　。ゴム　。ポリエチレン　・エスキ
　以上のように最も語数の少ない光村読本にしても50語となっているから，大正読本の9語，昭
和桜読本の10語に比較しみると，現行読本にしても低学年には外来語が特に多くなっていること
が知られる。
　これは，勿論，国際化・機械化・スピード化。最近の社会の反映であることは確かであるが，
特に低学年の教科書に外来語が頻出してくるのは，次の事情にもよるものである。
　現在の小学校では，第一学年の前期において（巻一），「平がな」を学習させ，後期から徐々に
「片かな」を学習させるようになっているが，国語の表記法として，国語二年上（教育出版）の
32頁に，「かたかなで書く　ことば」として，
　　　っぎのような　ことばは，　かたかなで書きます。
　　　（1）外国から　きた　ことば
　　　　ポスト　テレビ　パンペンギン
　　　（2）外国の　国の　名まえ
　　　　イギリス　ソビエト　インド
　　　（3）外国の　とちの　名まえ
　　　　パリ　　ロソドン
　　　（4）外国人の　名まえ
　　　　エジソン　アンデルセン
　　　（5）ものの音
　　　　トントン　ガチャン　ジャージャー
　　　（6）どうぶつの　なきこえ
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　　　　コケコッコー　ニャ・一一・ニャー　チュンチュソ
　　　⑦人間のわらいこえや　なきこえ
　　　　プハハ　　エーンエーン
と挙げられているように，外来語・外国の固有名詞・擬声語などは，片かなで書いて識別させよ
うとしているので，これ等の言葉の新出に伴なって片かなを徐々に学習させて，片かなを知らず
知らずのうちに学習させることが意図され，その学習の「場」として巻二，巻三，巻四等の読本
が編集されているからであろう。
　従って，その言葉が外来の語であることが忘れられてしまっている「ぶらんこ」「しゃぼん」
などは帰化語として平がなで書かれていることがある。
　低学年の国語読本の外来語を分類していると，4種の，いずれの読本にも通じて言えることは，
道路・交通関係の外来語が比較的に多いことである。すなわち，
　　　　，〔低学年国語読本における道路交通関係の外来語〕
〔光村図書〕　。バス　。トラック　。タクシ＿　。ダンプヵ＿　。スポ＿ッヵ＿　。レッヵ＿
　　　　　　　（車）　・ブルドー一一一ザー　。デイゼルカー　。ヘリコプター　（・ガソリン　・スピ
　　　　　　　ード）
〔学校図書〕　・バス　。トラック　。リヤカー　。タンカー　。カヌー　・ヨット　。レール
　　　　　　　ノミス　・キャッチァボート
〔教育出版〕　。オートバイ　・トラック　。ヘリコプター　・ダンプカー　。タンクローリ
　　　　　　　。ロードPt　一ラ　。ヨット　・グライダー　・バス　・ガソリン　。ローラ　。タ
　　　　　　　イヤ　。トンネル　。アスファルト　。カヌー　・スピード　。パンク
〔東京図書〕　・バス　・ダンプトラック　。スクーター　・カヌL－一一　・ケーブルカー　。ロー
　　　　　　　ドローラ　・ブルドーザー　・パワーショベル　。グレーダー　。ジエット（き）
　　　　　　　。ヘリコプター　・アスファルト　・スピード　・がそりん
　これも，最近の交通事情を如実に反映しているとともに，良かれあしかれ，これ等の物が幼小
な児童の生活と緊密な関係をもつに至ったことを語るものであろう。
　以上4種類の国語読本の外来語を概観すると，いかにも似たような語が重複して現われてくる
ように思われるが，これ等のいずれの発行所の国語読本にも，共通して用いられている語は，
〈パン〉〈パス〉〈トラック〉〈ハーモニカ〉〈ページ〉〈ノート〉〈メートル〉の7語に過ぎ
ず，これ等の語は戦時中の児童にも既に親しまれていた外来語である。
V　現代国語読本に見える交通運輸に関する言葉
　小学国語読本には，交通運輸に関係ある外来語が特に多いが，現在一般に外来語とはされてい
ない，昔ながらの国語又は漢語として表現されているものも多い。これを学図の読本に現われて
いるものによって，便宜上，陸・海・空の三分野に分けて記してみると，
灘・のりもの（一上）・のりもの〔ぞう〕（一下）・・じてんしゃ（一上一下・二下）・・きゃく
　　　車（二下），。れっ車（二下），列車（四下），・汽車（六上下），。きかん車（二下・五下），
　　　。電気きかん車（二下），。電車（一下・三上），。荷車（二上・四下），。馬車（四上・六下），
　　　。車（一下・二上），。雪上車（六上），。鉄ぞり（六上），。きかんこ（二下），。機関士（四
　　　下），〔その他，耕うん機（五上）〕
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・夢の超特急（六上），。ひかりこう（一上），。東海道新幹線（六上），。自動車（二下・四
下・五下・六上下），じどうしゃ（一下・二上），。車〔自動車を主として言っている〕（三
下），。しょうぼう自動車（二上・三下），。自動車工場（五下），。鉄道（三下），。駅（四下），
・駅長（四下），　。運転者（五下），　・運転台（四上），　。乗組員（五下），　。輸送部隊（六下）
。車輪（四下），。車じく（五下），。車体（五下），。信号燈（四下），。車窓（六上），。車道
（四上），。停車（四下），・発車（六上），・信号（四上），。連結器（六上），・道路（四下），
・右側通行（六下），。交通安全（六下）
鱗・舟（二上下・三上・四下・五下）・一・夕＊国船（五下い汽船（三下いほ（五下）・　・ほげ
　　　いせん（二上），・商船（五下），・きゃくせん（二上），。ぎょせん（二上），
　　　（二上），。護衛船（五下），。水中よくせん（二上），。造船（五下・六上），
　　　。運河（六上），。港（四下），。海底トンネル（六上），
i灘・ふうせん（一上）一〔示されている挿絵は繍である〕
。ぼせん〔母船〕
・船長（五下），
・ひこうき（一上・四上），。飛行機（六上下），。飛行士（六上），。飛行場（六上），。宇宙
船（六上下），。宇宙ロケット（六上），。宇宙飛行士（六上），。人工衛星（六上下），・無重
力状態（六上）
〔注〕　略称の解説……。宇宙船（六上下）は，「宇宙船」という語が六年の前期の読本にも後期の
　　　読本にも出ている意味である。文字はそのまま引用している。
　以上の「のりもの」，「くるま」，「にぐるま」，「てつぞり」，「えき」，「ふね」，「ほ」，「みなと」
などの語以外のものが，みな漢字漢語の影響によって成立していることを考えると，それ等の語
は外来語とは言わないにしても，始源的には外来語の一種とも考えられ，車（しゃ），船（せん）と
いう語が造語的にいかに便利な語であったかが知られよう。
　すなわち，在来の国語だけでは表現できない事物が漢字漢語を借りて表現され，更に無理に漢
字漢語で表現しようとしても，今迄その事物がわが国になかったり，漢字漢語で表現しようとし
ても，表現できない外来の文物は，むしろ原語によった方が便利なので，原藷又はその言化音が外
来語となったものである。従って，外来語は，その国の文物がわが国の如何なる方面に，どのよ
うな影響を与え，どの程度の寄与をしているかを反映しているものである。
　言語は人類の文化的所産である。例えば「くるま」は人為によって創造された事物に附与され
た称呼であるが，その車が外来のものであった場合には，在来の車と識別するためには，単なる
「くるま」だけでは，その特質の規定が困難となり，新語を作成するか或はその車の特性を想起
させる外来語をその儘取り入れた方が反って便利となり，それによって国語の内容が益々豊富に
なるのである。
W　現代国語読本（低学年用）に見える「車」関係の外来語と
　　低学年の外来要語
　大正読本，昭和桜読本の低学年（一，二年）の国語読本に外来語は出ていたが，各種の「車J
についての外来語は絶無であった。しかるに昭和46年度から新潟県下の小学校で採用された4種
の国語読本（低学年用）の巻々には，次のような「車」の外来語が見出される。
　ここで注意を惹かれるのは，第二学年末迄に出てくる外来語の総数の最も少ない光村読本の中
において，＜くるま〉の外来語が最も多いことであり，総数50語の16％をくくるま〉関係の語に
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学　　図
東　　書
教育出版
光　　村
第二学年末迄に現わ
れてくる外来語数
70
105
70
50
同じく「車」についての外来語
・バス　　。トラック　。リヤカー　　。レールバス
　一　ロ　ド
一一一。クス一。ザ
　一クド
ツル
ラブk「Oン一・ル　ブス一バケooラ
。バス　。トラック　・ダンプカー　。オートバ
イ　。タンクローリ　。ロートローラ
。バス　。トラック　。タクシー　。ダンプカー
。スポーツカー　。レッカー車　・ブルドーザー
・デイゼルカー
語数
4
6
6
8
割いているということである。なお，光村読本には，交通運輸に関する語として，＜ヘリコプタ
ー〉〈ガソリン〉〈スピード〉などの語も取り入れている処から考えてみると，この読本はその
方面に他より力を入れていることが知られる。
　次に，』東書・学図・光村・教育出版の4種の一年（上下），二年（上下）の国語読本の各々に重複
して出てくる外来語は，低学年において特に重要視されている言葉と思われるので，これについ
て調査してみると次のようである。
　（1）一年用の4種の国語読本の，いずれにも採られている外来語は〈トラック〉の一語であり，
　次の語は3種類の読本にわたって採られている。
　。ガソリン　。ダンフ゜カー　・ノート　。バナナ　。ハーモニカ　。バス　・ヘリコプター
　　ぐ　＿。フフンコ
　（2）二年の国語読本の4種のいずれにも採られている外来語は全くなく，三種にわたって採ら
　れている外来語は次のようである。
　・1コンクリート　。スピード　。チョコレート　。ノート　。ノミス　。パン　。ポスト　。メ
　ートル
VII新旧国語読本における音楽・体育関係の外来語
　小学国語読本の外来語の調査は，国民生活の向上や教育の質的転i換の考察にも若干役立っので
はないかと思われる。
　それで，次に，大正・昭和初期の小学読本と現行小学読本の外来語の内容について一瞥してみ
たいと思うが，大正読本の第六年迄に出てくる外来語61語，昭和桜読本のそれは97語。しかるに
現行読本では低学年（一，二年）用の読本に出てくる外来語は，光村読本50語，学図読本も教育
出版読本も70語，東書105語というのでは，数的に考えるなら，むしろ戦前の小学全学年の読本
に出てくる外来語と現行の低学年用の読本の外来語とを比較してみた方が，便利であり，時代の
変遷を端的に看取することができるようにも思われる。　　　　　　　　　　　　・
　ただ，漫然と全体を比較する煩を省いて，音楽と体育に関係ある外来語について考えてみるこ
とにする。なお，現行読本としては，前にその全容を示した学図読本によることにする。即ち，
所要事項を見易いように表にしてみると次のようになる。
大　正　読　本
（巻一から巻十二迄）
音楽関係外来語
・らっぱ　。ピャノ 2
体育関係外来語
。スケー一一・ト
ト
。オール　。ボー 3
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昭和桜読本
（巻一から巻十二迄）
現行学図読本
（巻一から巻四迄）
音楽関係外来語
。ラッパ　 。ピヤノ
。ラッパ　・ピアノ
・ハーモニカ　。カスタネッ
ト　。トライアングル　。ピ
ッコロ　・ビオラ　。チェロ
・バイオリン
2
9
体育関係外来語
。ぶらんこ　。テープ　。スキ
ー　。ジャンプ　。ボート
。ピンポン　。オリンピック
oプール　。ユニホーム　。リ
レー　。ピンポン　。カップ
。スタート　。ピストル　。ブ
ランコ　。オリンピック　・ス
ポーツ　oスキー　oボール
。ボート　。マラソン
7
14
　なお，現行読本では，低学年の外来語を示しただけであるから，念のために，戦前の低学年用
読本にはどうかと見るに，大正読本では，音楽関係の外来語はくらっぱ〉だけであり，体育関係
の外来語は皆無，昭和桜読本となると，音楽・体育関係の外来語はいずれも皆無で，戦争という
ものが教科書のこの方面にも影響を与えているようである。
　戦前の大正読本・昭和桜読本では，第一学年から第六学年迄の読本を見ても，〈ラッパ〉と
くピヤノ〉だけであったが，学図読本の低学年用では，〈ラッパ〉〈ピアノ〉は勿論のこと，楽
器の種類は9種類にわたり，正直なところ大正時代にオルガンだけで音楽教育された私などに
は，挿絵でもなければ，〈ピッコロ〉とか〈ビオラ〉などは何のことか，よく分らなかった。こ
れらを対照して眺めていると，昔の音楽教育と現在の音楽教育は質的に異なっているのではない
かと思われる。
　音楽関係の外来語の量的飛躍に対して，体育関係の外来語は〔大正読本3語〕→〔昭和桜読本
7語〕→〔学図読本14語〕と倍加の勢で増加しているが，今はれっきとした外来語のくスポーッ〉
〈ユニホーム〉〈カップ〉などという言葉も，昭和初頭には何となくキザな言葉として受取られ
ていた。何と云っても，時の推移というものは恐ろしいものである。
〔注〕　本稿において，できるだけ外来語の具体例を多くあげ，抽象的な理論を避けようとしたのは本稿
　　を資料として，今後出版されるであろうところの小学校の新国語読本とも比較してみようとする意
　　図からである。
　　　なお，戦前の読本ではくピヤノ〉となっている。
四　外来語の出現頻度（小学低学年国語読本）
　小学校低学年用国語読本にあって，交通関係の分野において，外来語の比較的多いことについ
ては既に述べたところであるが，或る分野とか領域に限定せず，前述4種48冊の国語読本の各外
来語を総合して考えた時に，その出現頻度の傾向はどのようになっているであろうか。
　これは非常に微視的な調査であり，厄介な仕事であるが，最も高頻度の外来語は次のようである。
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〔注〕・例えば，学校図書のくライオン〉の欄に，（一）15，（⇒25とあるは，一年の国語読本にくライオン〉
　　　という語15回，二年の国語読本に25回の意味である。
　　・〈P一ドローラー〉の頻度は参考に示しただけのものである。従って，〈ローラー〉の頻度には
　　　加えてない。
　低学年の国語読本に出現回数（頻度）の最も多いのはくライオン〉の63回である。だが，教育
出版の読本には一回も出て来ないし，東京図書には巻一に一回出てくるだけである。
　光村読本にくライオン〉という語の多く出てくるのは，二年の上に「三びきのライオンの子」
という教材があるからであって，22語は此処に集中して出てくるのである。また，学校図書の二
年上には，「王さまとチーズとねずみたち」，「まことくんのライオン」という教材があり，これ
に集中的に現われてきている。
　ただ，上の表の頻度数には加えなかったが，学図読本巻一の17P．にも絵の中にライオンが出
ていることを特記しよう。というのは言語教育の面から言えば，絵に描かれたものも当然その対
象になるからである。
　次に，一般の者が予想だにしないようなくページ〉やくノート〉が何故にこのように高頻度に
なっているかというに，これは主として，本交以外に小活字で印刷されたくてびき〉の中に屡々
現われてくるからである。従って，これは逸することのできない語であり，児童に親しい外来語
であるから，4種のいずれの教科書にも普遍的に見られるものである。〈ブランコ〉なども子供
に喜ばれるものであるから，どの教科書にも取り入れられている。
　ページ，ノート，ブランコなどに比すると，小学低学年にとって，〈ローラー〉は未だ縁遠い
言葉なので，教育出版の読本にだけ30回出てくるだけである。これは，その二年下に「のろまな
ローラー」の教材があるという偶然性によるものである。
　これによって，ただ一種類の読本だけの調査では，偶然の多発ということもあり得ることが知
られるであろう。
　この偶然の多発を考えたなら，単なる高頻度ではなく，各種の国語読本の，どの学年にも現わ
れてくる外来語に眼を注ぐ必要がある。
　それで，今度は第一学年，第二学年の国語読本の一冊（各巻）の中に，同一語が何回出て来て
も指数を1と数えて，光村・東書・学図・教育の16冊に亘って調べてみたならば，最高指数を獲
得する外来語はどんな言葉であろうか。すなわち，低学年の4種類の読本16冊のどの読本にも現
われてくる外来語があれば，その指数は16である。
　このような方針に従って調査をし，3以上の指数を得た外来語を表示してみると次のようにな
る。
指釧 小学校低学年用国語読本に見える重要外来語
・・1・ノート
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oヘーソ
oバス
。クレヨン　。スピード　・パン　。メートル　。ラッパ
。エプロン　。カスタネット　。ガラス　。コップ　6チョコレート　・テレビ
。トラック　。バナナ。　プPグラム　。ヘリコプター　。ライオン　・ミルク
。ハーモニカ
・ガソリン　・カヌー　σキャラメル　。コンクリート　。ゴム　・スキー
。ズボン　・センチ　。セーター　。ダイヤモンド　。トライアングル　。バケッ
・ピアノ　・ぶらんこ　。ボール
　現行小学国語読本の低学年用の巻々に花と咲き誇っているような幾多の外来語も，このような
方法によって評価してみると，最高指数の外来語はノート⑩，ページ（9），それよりやや下ってバ
ス⑥となり，学校の特性に密着したくノート〉〈ページ〉という語が圧倒的に強く，交通機関に
しても最もありふれているくバス〉が之に次ぐという結果になる。　　　　、
　なお，上表にくトラック〉は（4）であり，表には（2）以下の指数の語は省略したが，＜ダンプトラ
ック〉は（2），〈ダンプカー〉も（2）であって，同じ車の異称のように思われるから，〈トラック〉
の（4）にはアルファを加えることもできよう。
　指数の満点が⑯であるのに，何故に現実の最高が⑩或は（9）に止まっているだけではなく，⑤以
上の指数を得る語が少ないかというに，小学校国語読本において，教育漢字の学年配当が制定さ
れているので，出版社の異なっている読本にあっても，同じ学年には殆んど同数の漢字が現われ
てくるが，外来語については，全く放任されているからである。例えば，6年迄の読本に現われ
てくる外来語の総数は，どの出版社の読本においても250語前後であるが，小学二年迄に出てく
る外来語の数を見ると，光村読本は50語。東書読本は105語であって，光村読本の数は東書読本
の半分以下である。これが，もし漢字の場合であったら，教育界の大問題になるであろうが，片
かなで書かれる外来語であるため，案外に軽く看過されている。
lX　小学校国語読本における英語系以外の外来語
　小学校の国語読本にあって，外来語が多くなっているということは，その交化内容が豊富又は
高度になっているということに外ならない。
　この意味から考えると，小学国語読本において漢字漢語が少なくなってきていることは，小学
国語が現代国語に重点を置き，中国交化の影響が後退している反映であったとしても，これは必
ずしも小学国語文化の内容の貧弱化を意味しているものではない。
　このことは，今迄示して来た小学国語読本における多くの外来語，特に低学年の国語読本に見
られる外来語と戦前の国語読本に見られる外来語とを比較してみても頷かれることである。
　ただ，これらの外来語を鳥騒して感じられることは，現行小学読本の外来語の圧倒的多数が英
米語に由来しており，従って，これは英米からの文物交化，特に機械文明から広範囲にわたって
影響されていることを語るものである。
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　これ等英米語から由来する外来語以外の言語として，上述4種類の国語読本を総合調査してみ
た場合に，その他の外来語が現在どのように小学国語読本に滲透しているかを一瞥してみたいと
思う。
　先ず，戦国桃山時代に既に入って来たと思われるスペイン語，ポルトガル語系の外来語とし
ては，
〔スペイン語系〕　。メリヤス　。サボテン
〔ポルトガル語系〕　。ジョウロ　・フラスコ　・トタン（板）　。ボタン　・カナキン　。ビロ
　　　　　　　　　　L－・一・ド　。カッパ　。パン　。カステラ　。コンペートー　。タバコ　。ブ
　　　　　　　　　　ランコ　。カルタ　。シャボン（玉）
　これ等の中でも，〈ブランコ〉が平がなで書かれている場合の多いことは，この語が外来語に
しても，既に帰化語の域にあることを語るものであろう。
　この系統のものは，概して服飾・器物・飲食物に関する語が目につくようであり，従来一般書
には如露・金巾・天鶯絨・合羽・金米糖・煙草・歌留多などと漢字で書かれていたものが多い。
これは外来語としての古さ一漢字全盛i時代に入った一によるものであろう。所謂南蛮人渡来
に関係ある文物である。
　これがオランダ系の外来語になると，蘭学，特に初期の自然科学を連想させるものが多くなっ
てくる。
〔オランダ語系〕　・ポンプ　　。スポイト　・ガラス　　。オルゴール　　。レンズ　　・ズック
　　　　　　　　　。コンパス　・アルコール　。アルミニゥム　。ペンキ　・ブリキ　。ゴム
　　　　　　　　　゜ラソドセル　゜コーヒー　°コレラ　゜メス　゜ラッパ（元来は梵語）
　次に，ドイッ語系の外来語には，医学・登山・運動関係の語が多い。つまり，この方面におい
て特にドイッに学ぶところがあったからである。
〔ドイツ語系〕　。ガーゼ　。オブラート　。ギブス　・カルテ　。ワクチン　・チフス　゜ツ
　　　　　　　　ベルクリン　・ピッケル　。ヒュヅテ　・ザイル　。ゼッケン　。スキー
　　　　　　　　。プラネタリゥム　。ワルツ　。ワッペン　。ナトリウム（燈）　・ルックサッ
　　　　　　　　ク　。エネルギー
　尤も，これ等の中のルックサックは，英語を通して国語に入って来たと言われている。
〔フランス語系〕　。アトリエ　・クレオン　。パレット　・デッサン　・マント　。ズボン
　　　　　　　　　。シャンパン　。オムレツ　。レストラン　。アンケート　・メートル
　　　　　　　　　。リットル
　現代の流行小説などによると，フランス語から来た外来語には，美術用語や服装・流行関係の
語が多いのであるが，小学国語という制約があって，〈アベック〉〈アプレ〉〈デラックス〉
〈トイレ〉＜オブジi＞〈ランデブゥ〉〈コンドーム〉〈マネキン〉〈キャミソール〉＜ブラジ
ャー〉〈ブルジョア〉などという一般成人の間に用いられている語は出て来ない。
　イタリアは，その音楽と料理とで知られて来た国であるが，食べ物関係のマカロニイの一語の
外は音楽用語に限られている。
〔イタリア語系〕　。テノール　。アルト　・ソプラノ　。ソナタ　。オペラ　。バレリーナ
　　　　　　　　　。テンポ　。ピッコロ　。ビオラ　。マカロニイ
　その他，中国語としては，パオ（学図六下55頁），ハワイ語としてはレイ（東書二上56頁），アイヌ語
としてはトナカイ（光村五下）などの語が見えるが，不思議なことに露語系の外来語が見えない。
　これは国語読本にソビェトの記事がないからではなく，露語から来た外来語であっての小学生
に親しまれているような言葉がないからであろう。
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　このことは，単に小学国語読本だけではなく，最近の通俗小説や現代川柳に現われている外来
語の調査の結果からも言えることであって，エスキモー語のくアノラック〉などまでが日常国語
の中に取り入れられているのに，世界の大国たるロシア語の影響が小学国語読本（4種類48冊）
の中に全く見られないということは，何を意味するものであろう。成程，現在の小学国語読本に
は中国語の影響も皆無同様である。だが，過去から糸を曳いている漢語漢文の影響には絶大なも
のがあったのである。
　なお，〈ラジゥム〉〈ペニシリン〉〈カPリ・一・一一〉〈キロ〉〈ウラン〉〈ポリエチレン〉＜ラン
プ〉等の語は，一般にヨーロッパ主要国の共通語的性格を持っているので，これらの語は上記の
分類から一応除いたものである。
X　始語期の幼児語と外来語
　小学校低学年用の国語読本には，我々の想像していた以上の外来語が現われている。これが実
際的なものか，或いは行き過ぎたものかを断定するためには，学齢期以前の幼児における外来語
使用の実際と比較してみる必要があるので，次に之にっいて述べてみることにする。
　幼児の始語期の最初に現われる言葉を，諸家の調査に徴するに，望月辰夫氏は（0：9）において，
ワンワン（犬），マンマ（食物），ネンネ（人形），ニャーニャー（猫）とされ，額田清氏は，それより
早い（0：8）において，ンマンマ（食物）の一語を，加古明子氏は，（0：10）にマアマ（母親・マ
マ），マア（ボール・まり），ウマウマ（食べもの，ミルクなど）を，播摩晃一氏は，ブ（お茶をお
くれ）を示されている。
　これ等4氏の調査の（1：1）迄の始語期に現われてくる幼児語の中から，外来語に類する言葉を
拾ってみると，（0：10）にパパ（父），マアマ（母親），（0：11）にナナナ（バナナ），バイイ（バイバ
イ），パンなどが挙げられる。
XI或る満二歳児の語彙と外来語
　　　　　　　　　　　　　　　（注1）
　播摩氏は，その著『幼児のことば』の中に，その長男信之君の語彙を丹念に記録し，満一歳の
時の41語を表示しておられるが，その中の外来語はくパン〉の一語だけである。なお，同氏は満
二歳の時の信之君の語彙を丁度500語として，これ等の言葉の整理分類をして之を示されている。
　尤もこの500語というのは，今迄の研究者の調査した数よりも遙かに多い点には警戒を要
する。
　今，播摩氏の満二歳児の全語彙の中から，外来語だけを抜いてみると次のようである。
〔飲　食　物〕　。パン　・バター　・ジャム　。ハム　・チョーチュ（ソース）　。ケーキ
　　　　　　　　。チキン・ラメン
〔衣　　　服〕　・ジュボン（ズボン）　・オーバ（オーバー）。ボタン
〔日用品・家具〕　。マジック　。ホッチキ（ホッチキス）　。ミシン
　　　　　　　゜ガラチュ（ガラス）　。ゴム　。かん　。アイロン
　　　　　　　ー）　。タオ（タオル）　・マッチ
〔遊　　　具〕
〔保健・衛生〕
〔自　　然〕
〔社　　　会〕
。ショール　。サンダル
。テレビ　・ラジオ
・カエンダー（カレンダ
。らっぱ　。ハモニカ　。プアンコ
Qガーゼ　・パウダー
・かぼちゃ　。キャベチュ（キャベツ）　。トマト　。バナナ
・デパート　。ネオン
小学校国語読本における外来語 〃
〔乗　　　物〕　・ケーブーカー　。バス　・トアック　。ダンプカー　。ハイヤー　。ヨット
　　　　　　　　。ボート　・オートバイ
　播摩氏の分類項目の〔人〕　〔身体〕　〔文化〕　〔動作・指示・判断〕　〔動物〕に関する語彙の中に
は外来語は見えない。
　以上満二歳児500語の中に現われてくる外来語の数は43語で，全数の8．6パーセントに当たっ
ている。
　　　　　　　　　　　　　（注2）
　吉沢典男著『ことばの獲得』の中にも，その娘満二歳の時の語彙が示されているが，この中に
は連語の儘に示されているものもあるので，その全語数を正確にし得ないが，大体190語前後で
あり，この中に見られる外来語は次のように11語である。
　　　。ベビーちゃん　。キューピーちゃん　・ラッパ　。オートバイ　。ビスケヅト
　　　・マッチ　。ラジ（ラジオ）　。オーバー　。ボタン　。ズロース　。エプロン
　なお，同氏長男の満二歳の時の語彙として挙げられているのは80語で，この中に外来語と見ら
れるのはくパン〉の一語だけであることから考えると，同じ環境にあっても男女差（又は個人差）
が如何に著しいものであるかということが知られよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注3）
　大久保愛女史は，その著『幼児のことば』の中で3回以上使われた，その二歳児（女）の語彙
70語を示されており，この中に見られる外来語は，
　　　。コーチ　。パンツ　。ア（タ）バコ　。ア（スリ）ッパー　。バス　。パパ　・ママ　゜ブ
　　　ーラン（コ）
　以上の8語であり，なお，同女史は，その女児の二歳から二歳五か月における全語彙を413語
とされている。
皿　満三歳・満四歳児に現われた外来語の例
　満三歳・満四歳の語彙になると，その数が多くなるので，正確な調査が困難になる。ただ，幼
児が特に興味をもつ乗物と動物に関する全語彙については，播摩氏の正確な調査がある。今，こ
れ等の中から外来語だけを抜いて示すと次のようである。
　　〔満三・四歳〕　　　　　乗物に関する外来語
汽車・電車
自動車の類
船の類
満 歳
。ロータリーしゃ　。ロマンス・カー
。ケーブル・カー　。ロップウェー
・モノレー一ル
。バス　。トラック　。ダンプカー
。ブルドーザー　　。コンクリート・ミキ
サー　・トレーラー　。ハイヤー　。せん
でんカー　。パトロール・カー　・オート
さんりん（しゃ）
。ヨット　・ボート
満 四 歳
。ラッセルしゃ　。ロータリーしゃ　・ジ
ーゼル・カー　。ロマンスカー　。ケーブ
ルカー　。ロップウェー　。モノレール
。ノミス　　・トロリーノミス　　・トラック
　　　　　　　　　　e。タンフカー　。コンクリート・ミキサー
。シャベル・カー　°只一ド・ローラー
。トラクター　。クレーン・カー　。パワ
ーシャベル　。トレーラー　。ハイヤー
。せんでんカー　。パトロール・カー
。オートさんりん　。ブルドーザー
。ヨット　。ボート・　モーター・ボート
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の　類飛行機
その他
満 歳
・ヘリコプター　。ジェツトき
。オートバイ　。スクータ・一一一
合計　21語
満 四 歳
。ヘリコプター　。ジェツトき
。オートバイ　。スクーター
合計　30語
〔注〕　合成語において外来語でない部分は平仮名で示す。
なお，動物関係の語を見ると，外来語は鳥獣に限られ，次のようである。
〔満三・四歳〕 動物関係の外来語
獣類
鳥類
満 歳
・チンパンジー　・ライオン　。カンガール
。カナリヤ
合計　4語
満 四 歳
・チンパンジー　・ゴリラ　。ライオン
・カンガール　・ピューマ
。カナリヤ
合計　6語
　植物関係の語（草木・果物・野菜）は掲げられていないので，これ等については知り得ないが，
これ等の中にも幾つかの外来語が存在するはずである。ただ，この他に絵画関係の言葉を全部示
されており，これを見ると，満3歳の時のの言葉の中に，〈マジック〉という言葉，満4歳の時
の言葉の中には，〈マジック〉〈クレヨン〉の言葉が見られる。
　要するに，満三・四歳の時の全外来語数にっいては知り得ないが，乗物と動物についての外来
語だけを見ても，満3歳の時には25語，満4歳の時には36語を知っていたことになる。
　前に述べたように，満2歳の時の外来語の数は43語，この中に外来の動物名はなく，乗物関係
の外来語は8語となっているから，播摩氏の長男の乗物・動物関係の外来語の年々の増殖傾向は，
〔満2歳の時8語〕→〔満3歳の時25語〕→〔満4歳の時36語〕というように推移してきたこと
になる。
　この事実から推定しても，学齢直前の一般幼児の駆使している外来語の数は，かなり多くなっ
ているはずである。
）皿　学齢直前の幼児と外来語
　播摩氏の調査は4歳迄に限られているために，学齢前の5歳から6歳迄の実際を知ることがで
きないが，大久保氏の『幼児のことば』の中には，漢語の使用に関連して外来語にも触れ，5歳
～6歳の時の自分の幼女の実際の用例を示されている。それは次の通りである。
　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　漢語の使用とも関連しますが，外来語も使います。「チャンス」，「ゲスト」，「エンジンヲカケ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー一ル」，「グループ」，「ムードガアル」。
　　　　　　　　　　　〔サービス〕……パパニサーピスシタノ　（5歳9か月）
　　　　　　　　　ww　　　へ　　〔メ　　モ〕……メモツテドウイウ意味力。　忘レ
　　　　　　　　　舗
小学校国語読本における外来語
　　　　　　　　ナイヨウニ書イトクノ。　ソウネママ？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔デイ　ト〕……イツデイトスルノ？　デイトシナイノ？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔センス〕……タイシタセソスデハナイケド
　　　　　　　　　　　　W－
　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　＊
大久保夫妻は共に国語学者であるから，
（5歳9か月）
（5歳11か月）
（6歳）
＊
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この家庭は一般家庭と多少その雰囲気が違っており，
家庭でよくくグループ〉〈メモ〉〈センス〉などの語が用いられていたという関係もあろうが，
普通の家庭の5歳6歳の幼児においても，家庭環境，交友，テレビ等の影響によって，その遣う
外来語も大人のそれに大分接近してきて，人間の精神的活動や行為等の抽象的意味の外来語が混
じてくるようになる。
XIV　結 語
　小学低学年用国語読本に非常に多くの外来語が持ち込まれているように思われるが，以上に述
べた幼児における外来語の使用例などと考え合わせてみると，小学低学年国語読本に採られてい
る外来語は，実際の児童の知っている多くの外来語の中から，学年相当な言葉として精選された
一部分であって，特殊な語感や連想を伴なう外来語，国語の理想から考えて望ましくない外来語
などが避けられていることが知られよう。
　以上，小学校低学年用国語読本における外来語の調査に関連して，これに先行する幼児の外来
語を諸家の調査に立脚して概観してみたのであるが，ここに特に外来語を選んだのは，私が便宜
的に採りあげただけであって，成人にあっては外来語の識別意識はあるにしても，幼児や小学校
低学年の児童にとっては，在来の国語も外来語も，等しく国語の新語として受容され，これを自
分のものとして受け入れるに当っては特別な抵抗はないはずであり，この点においては漢字漢語
の受容と大いに異なるところであろう。
　一般に国語国文学者は，外来語，特に新来の外来語に対しては，警戒的防禦的になり勝ちであ
るが，幼児・児童にとっては，本来の国語も外来語もその区別がないばかりではなく，語感の新
奇さに惹かれる場合が多い。
　例えば，子供達の喜ぶ，いろいろの怪獣の名などは必ずしも外来のものばかりではないが，外
来語的な感じを持ち，その外来語的な珍奇な名によって容易に覚えられている。
　いや，子供だけではなく，大人でも外来語的な薬の名に魅力を感じ，外来語的語感をその型式
名とする自動車に心を惹かれている者が多い。
　　　　　　　　静　　　　　　　　　　　　　　　　菅　　　　　　　　　　　　　　　　果　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　本稿は，現在の小学国語読本に現われている外来語が昔日の小学国語読本に比して，如何に多
くなっており，如何なる傾向をもっているかということを詳細に調査してみようとしたものであ
るが，小学低学年用国語読本の外来語は，学齢前の幼児における外来語と密接な関係をもってい
るので，併せて之にっいて略説してみたものである。保育園，幼稚園等の幼児についての調査は，
紙幅の関係上，割愛したものである。　　（終）
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〔注〕
　◎外来語の語系は，その語源によるか，直接伝来語によるかによって差違が生じてくるが，本稿は通説に
　　従って，できるだけ直接伝来を重視し，語系の判定に当たっては，主として次の外来語辞典の所説に拠
　　った。
　。荒川惣兵衛著　　外来語辞典　　角川書店刊
　。三省堂編修所編　　コンサイス外来語辞典
　　ただし，小学校国語読本に見える外来語は，その儘の引用を旨とし，強いて外来語辞典によって発音等
　　を改めなかった。例えば，学図読本中にあるくバイバーイ〉は，〈バイバイ〉と改めず，学図読本巻六
　　上45頁に〔近ごろは，「さようならJと言わずに「パイバーイ」と言う子が多いが，あれはどうも不ゆ
　　かいだ。〕の交のくバイバーイ〉をその儘引用したものである。
　（注1）播摩　晃一著　『幼児のことば』　　実業之日本社
　（注2）　吉沢　典男著　　『ことばの獲得』　　国　土　　社
　（注3）　大久保　愛著　　『幼児のことば』　　国　土　　社
